
令和 7年 3月 11日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所

実施日程

実施した生産活動・施設外就労の概要 金属加工

利用者数　等 4名

＜目的＞

地域連携活動のねらい 金属加工作業の知識、技術習得

地域にとってのメリット

人手不足の解消および新たな担い手への技術継承

対象者にとってのメリット 新しい分野の知識、技術習得

＜成果＞

実施した結果 人手不足は解消され、障がい者雇用の理解が深まった

得られた成果 新たな分野を知り、金属加工の知識、技術が習得できた

課題点 技術を必要とするが、常に安定した生産量を目指す必要がある。

誰でもできることではないが、概ね皆同じように生産力をつけていく必要がある。

住　所 安中市中宿1丁目７１６ 管理者名 矢野智栄子

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社Cheerup　self-A・ひまわり安中 事業所番号 1011100292

電話番号 027-386-8725 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

大変助かっております。

連携先企業名 有限会社　ママダ 担当者名 儘田　優治

就労継続支援A型事業所ひまわり安中の方にお声をかけて頂き、採用から１カ月経過しました。

令和7年3月11日

機械にて金属を旋盤加工している様子

機械にて金属の研磨作業をしている様子

優秀な人材に来て頂き、おかげで弊社としては人手不足が解消でき、納期遅れもなく製品を納めることができ、

連携先の企業等の意見または評価

有限会社ママダ（安中市松井田町）

様式１


